
高速道路の適正利用運行と積込み作業体制の強化 三重県 I
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► 発荷主企業：株式会社おやつカンパニー

三重県津市に本社・工場を持つ菓子・食品製造販売業

資本金1億円

► 運送事業者：有限会社青山商店荷役

三重県津市に営業所を持つ。おやつカンパニーから東海3県の配送および埼玉県杉

戸町のストックポイント行き輸送を委託されている。

保有車両数40台

► 荷種 ：スナック菓子・カップラーメン

こ““_、
●埼玉県杉戸町のストックポイントまでの運行便（週2往復）において、拘束時間、運転時間等の改善基

準告示が守れていない状況にあった。その要因として、運行計画が不十分で、高速道路を使わない長

時間運転の運行となっていたこと、また集荷時積込みに時間を要していたことがあげられた。

●実証実験では、高速道路を効果的に利用する運行計画を作成し、これに基づく運行指示を行うほか、

集荷時の積込み補助員1名投入による荷役時間削減の実験を行った。
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：●●●拘束時間、運転時間で改善が見られた。ただし実験運行を通じての改善基準告示

遵守までには至らず。

i ●連続運転時間超過が解消された。
：· ●積込み荷役時間は26％短縮した。
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●埼玉県杉戸町行き便は、5日間で2往復の運行であるが、拘束時間が長い、運転時間が2日平均9時

                                           3
点であった。

①集荷先が最大6箇所あることと、商品特性上手積みを行っているため、集荷に1時間30分～3時間を

要していた。

②具体的な運行計画に基づく運行指示がなく、運転者のペースでの運行を実質的に許可していた。

③高速道利用のために一定額を渡していたが、どの区間で利用するかは運転手の裁量となっており、
有効な区間であっても利用されていない。

●高速道路を効果的に利用する運行計画を作成し、これに基づく運行を行うほか、集荷時の積込み補助
員投入による荷役時間削減の実験を行った。具体的には、

①事前に運行管理者が高速道路を適正利用し、経由地、休憩予定地、予定時間を明確にした5日間の

運行計画を作成し、運転手に指示し運行させた。

②対象手段の荷主の集荷（1日目および3日目）において、積込み補助員が1名同乗し積込み作業を支
援した。

※今回調査では、4時間以上の休息を、分割休息を試みたが
成立しなかったものとみなし、休息期間として扱った。

II      II 休息期間※ II 運送コスト I
①労働時間と運送コスト

-I 拘東時間 II 運転時間

従来運行 4日目まで拘束状 5日中3日が、2日平均5時間3回、7時間8時間以上が成立高速代＋燃料

態が継続 9 時間を超過 1回発生 した日なし 費計 1 0 1 , 3 7 0 円

実験運行 3  16       5   1   2    9 4時間超は発生 3日間が未成立だ （同）119,880円
たが、平均では3時時間を超過。平均で しなかった。 が、平均では3時 （18,510円の増
間 1 6 分／日短縮は 3時間 5 4 分／日短縮 間 1 2 分／日の改善加 ）

②積込み作業時間

-I 積込み立米
一

ll 単位あたり荷役時間
3.96  m

2.93  m (26.0％短縮）

荷役時間

従来運行 1    46.91m  3    46.46m,    3h30m  3    2h40m

実験運行 1    45.73m  3    46.4sm,    2h00m  3    2h30m

一①発荷主●積込み時間短縮によりバースの車両回転率が高まった。積込み荷役時間は26.0％短縮。

②運送事業者

●拘束時間、運転時間で改善が見られた。ただし運行を通じての改善基準告示遵守までには至らず。

●             t-

一●初日朝一番の下し作業（前週積込み分）に時間を要していることで、初日の拘束時間が延びた。●休憩が運行計画に比べ長い、回数が多い（休息期間をまとめて取れない）など、計画と運転手の運行
に差異があった。

●初めての試みで積込補助員と運転手の協力体制がうまくとれなかった。
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